
                 

Ａ．ブランド住宅の目標像の検討 
・住宅事業者へのアンケート調査、住宅づくりに
関する取組調査を行い、北海道の住宅づくりの
実態と今後の取組みの方向性を把握しました。 

・住宅の「性能」を確保するだけでなく、その見
える化の取組み、災害への備え、維持管理など、
多様な取組みへのニーズが高いことが分かりま
した。（図２） 

・ブランド住宅の目標像を４つのカテゴリーに整
理し（図３）、目標水準として最低限確保する
べき「基礎基準」を設定しました（表１）。 

・住宅事業者や自治体が行う様々な取組みを反映
できるよう、ブランド住宅の提案例を具体の性
能や取組みとともに提示し、多様なブランド住
宅のあり方を示しました（表１）。 

・道では、良質な住宅ストック形成のプラット
フォームとして「きた住まいる」を推進すると
ともに、住宅事業者や市町村による社会・環境
に対応した新たな目標となるブランドづくりを
進めています。 

・本研究では、「きた住まいる」で実施するブラ
ンド住宅の建設推進のため、目標像を検討し、
それを実現するためのガイドラインとして目標
水準及び提案例を検討することを目的とします。 

 本研究の成果は、住宅事業者及び自治体によるブランド住宅の提案に活用されます。 

Ｂ．ガイドラインの検討 表１ ブランド住宅の基礎基準と提案例 

平成28～29年度 道受託研究 

「きた住まいる」先導型ブランド住宅に関する研究 

背景と目的 

成   果 

成果の活用 

                 

１．北海道の住宅づくりの実態調査 
• アンケート調査、取組事例調査等による実態把握 
• 現在及び今後進めていきたい取組の意向調査 

２．目標像の検討 
• 社会動向、事業者の意向を踏まえ、目指す住宅像を検討 

 
 
 
 
 
 

３．ガイドラインの検討 
住宅事業者、自治体向けの普及資料として、目標像の趣旨、具体の水
準に基づくブランド住宅の提案例を示したガイドラインに盛り込むべ
き内容を検討 

図1 研究フロー 

・ブランド住宅について、住宅事業者や自治体の
方に周知することを目的としたガイドラインに
ついて、盛り込むべき内容を検討しました。 

・ガイドラインには、ブランド住宅の目標像や目
標水準を解説するとともに、ブランド住宅の具
体的な提案例を盛り込む提案としました。 

２-1．目標水準の検討 
• 最低限満たすべき性能水準、取組内容の検討 

２-２．多様なブランドのあり方 
• 様々な視点でのブランド住宅のあり方、取組例の検討 

図３ ブランド住宅の目標像を構成するカテゴリー 

図２ 住宅事業者が住まいづくりで重視する取組 
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